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日間腕要項 (2005玉三l月改訂)

1. 96行は毎月， -'1' 12図とし，年日rJs.博税者を会以とする

239 

2 一般会員は.ilsnlJ予約脱税料10，OOOP:J (送料とも)を前納する，賛助会民は20，0001'1(送料とも)とする.
払込みは倒1便振特に限る.口座骨号 01050・9・4-772泌尿総科紀要編集部宛，
3. 入会は氏名.l'主所を飽入のうえ泌尿総科紀袈刊行会宛，はがきか fAXにてqlし込め11所定のJTJ紙を送付
する.

投稿規定 (2005年 1)'1改背T)

1. 投稿 :j1J!名者を合めて会μに限る.
2. 原稿:泌尿総科学領械の会般にわたり，総説，原耕，/iE例報告，そのほかで荊1文または英文とする.Jj;(t.'. 
症例報告などは他の雑依に発表されたことのない内容でなくてはならない.

川 総鋭， Jj;t平年輪文，その外の干千通俗文の長さは，原~II]として，刷り上古川本文 5u (400:t x 20枚)までと
する.

(2) 痕例報告の長さは. )J;(目1]として.11111りよがり本文 3U (400~ユ X 12枚)までとする
(3) 柄]文瓜稿はワープロを使用1...s5またはA4判日l紙に20X20行，械的:き とする白年4Jは凶府とする.文
中欧米時の間称名問は大文字で，干~'i副r， fliiJ は小文字で始め(ただし ， 文節の始めにくる場合は大文g-;) . IYJ 
l股に紀載する.

(イ) n;(稿の袋紙に棟姐，務者名，所以機l剥名の町{で和虻で配載する 依願者名と， Hll以内の runninglil1c 
を1'f骨己する.
例山凹，ほか.前立腺癌 ・PŜ

(ロ) 利:丈の袋紙，本文とは別に，英文1部組，英文抄鍬をつける. H:'~姐， 著者名，所属機関名. 5 ffll (災文)
以内の Kcywords.抄録本文 (250ffli-以|人:1)の)111(にs5または A4判m紙にダブルスペースでタイプす
る 別に抄録本文の事W.Rを添付する.
判 以稿は， 平日文棟姐， 英文様起!I. 兆文抄録.その利i~，鮒fi.対象と方法， 納米，考察，納町lf，文献.図
表の説明，図，荻の町riに配惜しt lj;(稿下段中央部に利:幻課題ページを lとするページ帯号を付ける.
(ニ) 原稿の作成にあたっては，泌尿限利.nJ R苦集(日本泌尿絡手| 学会編)にi\~拠すること 1略時については本

nî，投相:~:IJ;I，7È l1Î)ページの「絡l求総fH己旋~II\ H{f一覧」を他川すること。

(4.)英文原稿はA4判川紙にダプJレAベースでタイ プし.1);(稲の表紙に標1Ii1.~才;名 ， 所M機関名 . Kcy 
WOl'ds (不11文に郡ず)， running lil1c (~1l )どに湘ず)のmnにタイプし，別に榔lm ， ~:者名，所属機凶~"抄
録本文のmliに犯した平日:文抄録音英文明I梢の後にm討すする。和文原稿と問機にページ帯号を付ける.
(5) 図，裂は必製最小限にとどめ，13通愉文では図10枚， 荻10枚まで，症例報告では図5枚，表3枚までと
する。

!l~1. ~史， 写:nなどはそれぞれ台紙に貼付し， それらに対する悦明文は別紙に一括して一覧裂にする . ~I . 
表のタイトルおよび説明文は可能な限り英文とする.IJ;(稿右側外に挿入されるべき位i白を明示する • :q:nは
トリミングし，図 ・(&は似りのないことを-1分権総のうえ， トレースして紙品目したものが越ましい 械式に
ついては本n.t‘の I~I ・ (&を容 l!日する '.fj:其は明瞭なものに限り，必要なら矢印 (ill:J1::1!:nに貼付)などを入
れ，わかりやすくする

(6) 引用文献は必挺最小限にとどめ，守 1 m!溜所に引凡l文献帯~~~を入れる 目 文献帯サは本文の文服用目に付すζ と

(アルファベッ ト順不可).その数は30までとする.
仰tl:山田1，3，7) 問中ら8.11叶，)によると…

総限:の場合 一 若者名(3名まで，それ以上のときは「ほかJr':L al.Jとする):僚組.総総名@・政初u
-最終1"r，徐行年
例 1)Ka1b1c T， Tricker AR， Fricdl P， CL al.: Ul'cLcl'Osigmoic1ostomy: long-lcnn rcsu1ls， risk of 
carcino111a ancl ctiologica1 faclors for carcinogcncsis. J Uro1 144: 1110-1114， 1990 

例 2)竹内秀雄， 1ニ田 氏日時々村光生.ほか :経J土的特砕石術 (PNL)および絡尿道的尿!f'i:Wt~::rí術
(TUL)にみられる発熱について，泌尿紀要 33:1357-1363， 1987 

単行本の場合 一 著者h名(3名まで，それ以よのときは「ほかJICI al.Jとする):械組， 曾名編集者名
( 3名まで，それ以上のときは「ほかJI叫 al.Jとする).版数，巻数，引用:i1'，徐行所，出版地，発行年
官IJ3) Robcrtson WG， Knowles F and Pcacock M: Urinary mucopo1ysaccharic1c inhibilol's of 
ca1cium oxa1atc cl'yslallizalion. ln: Ul'olilhiasis Rcscarch. EdilCc1 by F1cishト1，Robcrtson 
WG， Smilh LH， cl al. 1st ed， pp 331-334， P1cnum PI'CSS， Lonc1on， 1976 

例 4) 大保見ー : JillH語病型学.ベッドサイド泌尿時科学， 診断 ・治療細.古凶修編田 明~ 1 J~j ， pp 
259-301，南江掌.耳U;C 1986 

(7) 投稿にあたっては.本誌を十分毒事考にして体裁を守るこ
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1 愉文の採杏:愉3どの保谷は EdiLOri，，1b山 rdのメンパーによる3'f.統t出資の結保に1，'(:;、決定される ただし，
シンポジウムなどの記録や治験論文については編集部で採脊を決定する。

4.. 輪文の訂正・ Ïf.縦割平査の紡燥，出{ f~'~の訂正を求められた幼合は， 4.0日以内に， 訂正された脱稿に官T正刊を
別示した手紙をつけて， liiJfle泌尿術科紀要刊行会宛て送付すること，なお， I':dilorのJ!t11において一郎ネ{'J
の訂正をすることがある.

5 採択輪文。愉文が採択された場合， Jj;l11:~ を 3 . 5 インチフロッピーディスク ・ MO デイ又ク ・ CD-R ・CD-

RWのいずれかに保布し，編集開1へ送付する，ディスクには愉文受付帯号 目f官邸型"者名 ・機;組名 ・ソフ トウ
エアとそのパージョンを明記する.Winclowsの助合は MS-Wol'c1・ 一太郎，また おlac川loshの場合は EG-

Word . MS-Wordとし，特に Macintoshにおいては MS-DOSテキ1トファイ Jレに保存して拠出すること.

6. 校主 :校正は著者による:l't任校itとする 若者被数の場合は校正責任者を投*':~ II奇指定する.
7. 掲載 :開iXーの掲Ilotは採川M闘を)J;(l/llとする白 illiilijtl械を希艶するときは投机|時にその廿巾しtl1ること
(1)掲載料は l頁につき前l文は5，775fJ1 (税込)， 1A文は6，8251"J (純込)，粗過日は 11'1につき7，350円 (悦

込)，'.I2j.以の製版代，凸lほ トレ-A代，別111ト，送料などは別に筑波をIJIし受ける目
(2) 込且íl!<illiI<に は迅速jti~iI(料を袈する . 5頁以内は31，500PJ (税込)，6 H以上は IP仰に10，5001"1(税込)
を力IInした似合巾し受ける
(3) 部知lの効県， iJIll i:tfl'"，t郊の!主総1，前療機械の1<1:111などに|制する治験i論文および学会抄純については，ぬ縦
料を別途にIJ.Iし受ける.

8. jJiJll:ll: 30部までは無料とし，それを必える部数については~凶 l~ftlとする 耕者校.TI'.I暗に部数を桁定する

InrOl'lnalion ror AUlhors Subll1illing Papers in Eng1ish 

1. Manllscripts， lab1cs anc1 figlll'cs J11l1s1 bc slIbmillCc1 in 1I11'ec copics. Mal1l1scripts shollld bc typ凹|

dOllblc-spaccd wil.h widc ll1argins on 8.5 by 11 inch papcr. Thc lexl oralll'cglllar manusct'ipts shoulcl 

nol cxcccd 12 lypcwriLtcn pagcs， and I'hal or a c，:注目!report 6 pagcs. Thc abSlraCl shollld 110t cxcccc1 
250 worcls ancl sholllcl conlain 110 abbrcvialion自

2. The Al'st pagc sholllcl conta川 thctilic) full1"l3mcs and a汀ilialiol1soJ'lhc alllhors， kcy words (no ll10rc 
l h ~U1 5 words)， and a J'unning litlc CQn出sl;ng01' lhc firsl aUlhor and lwo words. 
c.g.: Yam抗d;勺じt，，1.: Proslalic canccr' PSAP 
3. Thc lisl orrcrcrcnccs shollld includc only Ihosc publicalions which are CilCd in lhc lCXl. Rcrcl'cl1CCS 

should nOl cxcccd 30 rcadily avail<lblc c;lalions. Rcrcrcl1cc shollld bc in lhc ronn 01' sllpcrscript 

numcrals ancl shoulcJ nOl bc a，'，・angcclalphabclically 

4-. Thc titlc， thc namcs and amliations Oflhc authors， and an ab:)ti'actぉhoulclbc proviclcd in j"l'anωι 
5. For rurthcr dctail!)l rcfcr 1:0 a J'cCcnl jour 

編集後記

先日，節目問泌以器科分下 ・細胞研究会を京都でおl止問させていただいた目この会は発Jl当時フローサイ トメ

トリ ーなどの定i占的な制11 )抱月平析に附するliJf究会であったが，現在では上犯のように名称も変lll~ れ，泌尿持事| が

I削係するすべての滋礎研究が対象となっている.また今回からは俊秀なliJf先発袋に引先奨励立が授与・されること

になった. 奨励rtの j~1開i もあるのかもしれないが，ここ数年研究発表のレベルは怖段に l11 くなったように忠う .

偶然にも会の当l二|にトリノ冬季オ リンピックIIjt-のメダルである 7イギユアスケー トk子の金メダJレが決まっ

た 11:を受賞した砦手liJf:i'e者の優れた研究発表には，そのこだわりや鰍常さ， ll~rm さ ， プ レゼンテー y ョンカに

おいて，イ ナパウアーやジャンプilii伐と相i皿じるものがあるように!必じられた

この会は私が現臓にji-¥:任して以来，初めてニ!=.11li寄せていただく金凶OJJI.般の研究会であった 私自身全くノウハ

ウが無かったので句N附怖に「染者を11i.!わずに自分たちだけでやってみよう」と拠挺した.ありがたいことに，

全国からたくさんの新手附究者に参加lしていただき，会も大きなトラプJレ!Wi<終了した 本会が雄会にて終了し

たこともよるこばしいことであったが， NI制仰の学会巡'll¥の才他を』よいだしたことが-u，の他大の収継であった，
(ノト川 修)
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